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どこの国の紹介でしょうか。

ここでの「家」は部族の事で、「ey・tb・国」は一般名詞で、「dy・sb・国」は

頭(かしら・ボス)のいる集団の固有名詞の事でしょう。

★
paatdar daqtar battb nadaqttb bqttaumqtb rarand dapbadaumaum batsb dagarazi daqb
一部の土地は統治の土地だったが変化し統治が無くなった。後からの希望の小地は、
周りの土地であるが、軒並み希望が多かった。多くの国は隅の土地が可能で争った。

daqttb umbatb nadaqttdaum umqttb daqtdaum daqtsb nadafaum badaum qttsb aatsb nadaqaid fttsad
統治国は色々変化し、統治されない家は色々小さな国だった。統治家のダクト国には
豊かな希望がなかった。軒並みにクツツ国は国を加え自助はないが、自立し周りを固めた。　　 

nadaqttb umqtts aatsb nadaqttdar batdaum ftsb nadapaasb nadaqtbasb qtsar dafaum rarazi
統治の無い国は色々小さな集まりでアアト国を統治されない農地とした。多くの家のフト国、
ナダプアア国、ナダクトバ国は小さなボスに豊かな希望があり周りに土地ができた。

daqttb umqttsb daqttaum daqtb aatb qtsb natttsb umda rair aattb daum umkand azi
統治国のウムクツツ国は統治希望で自立国だった。人が増えたクト国、ナツツツ国は、
色々な農地の恵みで国を加え、家は色々な後だが出来た。

nadaqttdaum daumaatttb umaatazi
統治されない家は、家が国に組み入れられ色々可能性を増やした。


